
令和 8年３月 2日 はらっぱ 

はらっぱだより 
 遠い国イタリアでは、冬季オリンピックが無事に閉会を迎えました。南国宮

崎では、あまり盛んではないウィンタースポーツ。日本代表の選手たちだけで

なく海外勢の活躍も、非常に心揺さぶるものがありましたね。冬季オリンピッ

クを見ていると、小学生の頃、昼休みに長野オリンピックの中継を見ていたこ

とを思い出します。「ふなき～」という名言が生まれた、あの瞬間から早 28

年。今回の冬季オリンピックでもたくさんの感動をもらいました。 

家や学校とは違った様子 

年齢も学校も違う子ども達が集まるのがはらっぱの一つの特徴でもありま

す。学校でも、それぞれ友達がいて、色々な人間関係を築いているでしょう。

学校や家庭とは違う環境で築かれる関係は、子ども達にとって成長する大事な

場です。色々なところで学んできたことを実践出来る、そんな場所だと思いま

す。お家では兄弟と喧嘩が絶えないこともあるでしょう、きっとどんなご家庭

でもあると思います。でも、不思議と外では年下に優しくしたり、逆に年上を

頼っていたりします。家ではできないことでも、実はちゃんと理解しているよ

うです。理解していても、期待に沿えるほど上手く出来ないこともあるはず。

でも安心してください、意外と外では上手くやっていることがよくあります。

家でも学校でもない第 3の場所があることで、子ども達の社会性はぐんぐん成

長しているのです。 

 

 

 

 

 

 

自分のことを自分で決める、ということ 

 生活の中では日々様々な選択肢が生まれます。朝起きた時点でも「もう少し

寝ようか…」「もう起きようか…」と、選択をする場面は細かく挙げると、いく

つも出てきます。はらっぱでも、子ども達が自分のことを自分で決める、とい

うことを大事にしています。友達同士のやり取り、何をして遊ぼう、おやつは

どれを食べよう…何気ないことですが、いろいろな選択肢の中から自分がやり

たいことや、その時の気分で決めることを大事にしています。時には、適切で

はない選択をすることも。それでも、本人の意思決定を大事にして、次はこう

しよう、またやってみよう、という気持ちを育てていきたいと思っています。 

 Aさんは、自分で 1日の活動を決めて、スケジュールを作って活動に取り組

んでいます。その日の気分や、時間等によってやりたいことを変えているよう

です。日々、同じスケジュールの日もあります。

でも、それも彼が自分で決めています。僕らにと

っては同じように思えても、Aさんにとっては自

分で選択して取り組んでいる大事な活動です。毎

日楽しそうにしている彼を見て、自然と周りから

も子ども達が集まってくる時も。そんな時でも、

快く受け入れて一緒に遊んでくれる彼の懐の深さ

にもあっぱれです。 

 

もうすぐ春休み 

 いよいよ春休みもあと僅かです。春休み中は、お弁当の注文が入ります。後

日お知らせしますが必要な方はお早めに連絡をください。また、キャンセルの

場合は当日 8時までにお知らせして頂けると助かります。よろしくお願いいた

します。 
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